










 長田　　俊樹  総合地球環境学研究所・教授（言語学）
【古環境研究グループ】
 岡村　　　眞  高知大学教育研究部自然科学系・教授（地学）
 奥野　　淳一  国立極地研究所・特任研究員（地震学）
　 鼎　　信次郎  東京大学生産技術研究所・准教授（土木工学）
 熊原　　康博  群馬大学教育学部・講師（自然地理学）
 久米　　　崇  総合地球環境学研究所・プロジェクト上級研究員（水文学）
 竹内　　　望  千葉大学大学院理学研究科・准教授（雪氷生物学）
 堤　　　浩之  京都大学大学院理学研究科・准教授（地球物理学）
　 長友　　恒人  奈良教育大学教育学部・教授（年代測定学）
　 中野　　孝教  総合地球環境学研究所・教授（資源環境地質学）
　 前杢　　英明 *  広島大学大学院教育学研究科・教授（自然地理学）
　 松岡　　裕美  高知大学教育研究部自然科学系・准教授（地質学）
 宮内　　崇裕  千葉大学大学院理学研究科・教授（地形学）
 八木　　浩司  山形大学地域教育文化学部・教授（変形地形学）
 横山　　祐典  東京大学海洋研究所・准教授（気候変動学）
【生業研究グループ】
 宇田津　徹朗  宮崎大学農学部附属農業博物館・准教授（農学）
 大田　　正次 *   福井県立大学生物資源学部・教授（農学）
 河瀬　　眞琴  農業生物資源研究所・研究主幹兼基盤研究領域ジーンバンク長（農学）
 木村　李花子  馬事文化研究所・所長（生物学）
 小坂　　康之  総合地球環境学研究所・プロジェクト研究員（民族植物学）
 佐藤　洋一郎  総合地球環境学研究所・教授（植物遺伝資源学）
 千葉　　　一  東北学院大学・非常勤講師（経済学）
 藤本　　　武  人間環境大学人間環境学部・准教授（文化人類学）
 三浦　　励一  京都大学大学院農学研究科・講師（農学）
 森　　　直樹  神戸大学大学院農学研究科・准教授（植物遺伝学）
 湯本　　貴和  総合地球環境学研究所・教授（生態学）
 P.P. Joglekar  デカン大学考古学科・准教授（動物考古学）
　 A.K. Pokharia  ビルバル・サハニ古植物学研究所・准教授（植物考古学）




 上杉　　彰紀  総合地球環境学研究所・プロジェクト研究員（考古学）
 宇野　　隆夫 *  国際日本文化研究センター・教授（考古学）
 小磯　　　学  神戸夙川学院大学観光文化学部・准教授（考古学）
 酒井　　英男  富山大学大学院理工学研究部・教授（地球科学）
 丹野　　研一  山口大学農学部・助教（考古学）
 寺村　　裕史  総合地球環境学研究所・プロジェクト研究員（考古学）
 山口　　欧志  国際日本文化研究センター・機関研究員（考古学）
 J.M. Kenoyer  ウィスコンシン大学人類学部・教授（考古学）
 J.S. Kharakwal*  ラージャスターン ･ ヴィディヤピード大学 ･ 准教授（考古学）
 Q.H. Mallah*  シャーハ・アブドゥル・ラティーフ大学・教授（考古学）
 F. Masih*  パンジャーブ大学考古学科・教授（考古学）
 V.S. Shinde*  デカン大学考古学科・教授（考古学）
【伝承文化研究グループ】
 永ノ尾　信悟  東京大学東洋文化研究所・教授（インド学）
 大西　　正幸 *  総合地球環境学研究所・プロジェクト上級研究員（言語学）
 児玉　　　望  熊本大学文学部・准教授（言語学）
 後藤　　敏文 *  東北大学大学院文学研究科・教授（インド学）
 高橋　　孝信  東京大学大学院人文社会系研究科・教授（インド学）
 高橋　　慶治  愛知県立大学外国語学部・教授（言語学）
 堂山　英次郎  大阪大学大学院文学研究科・講師（インド学）
 外川　　昌彦  広島大学大学院国際協力研究科・准教授（文化人類学）
 藤井　　正人  京都大学人文科学研究所・教授（インド学）
 前川　　和也  国士舘大学 21 世紀アジア学部・教授（西アジア史）
 松井　　　健  東京大学東洋文化研究所・教授（文化人類学）
 森　　　若葉  総合地球環境学研究所・プロジェクト上級研究員（言語学）
 山下　　博司  東北大学大学院国際文化研究科・教授（インド学）
 A. Parpola  ヘルシンキ大学・名誉教授（インド学）
【プロジェクトメンバー外協力者】
 伊藤　　　孝  伊藤地質コンサルティング・代表（考古地磁気学）
 岸田　　　徹  同志社大学文化情報学部・実習助手（考古地磁気学）
 小茄子川　歩  デカン大学大学院考古学科・PG ディプロマ課程（考古学）
 斎藤　　成也  国立遺伝学研究所・教授（遺伝学）
 下岡　　順直  奈良教育大学教育学部大学院・研究員（年代測定学）
 高宮　いづみ  近畿大学文芸学部文化学科・准教授（考古学）
 竹内　　侑子  富山大学大学院理工学教育部・修士課程（考古地磁気学）











 （1）古環境研究グループ（Palaeo-Environment Research Group=PERG）
 （2）物質文化研究グループ（Material Culture Research Group=MCRG）
 （3）生業システム研究グループ（Subsistence System Research Group=SSRG）












　まず、4 月上旬から 7 月上旬までの 3 カ月、インドのグジャラート州ヴァドーダラーにある、





























































































加して、3 日間にわたって開かれる。2008 年度は 12 月 10 日～ 12 日におこなわれた。基本的
に、評価委員会にかかるプロジェクトについては発表 15 分、質疑 30 分、それ以外は発表 15 分、
質疑 15 分でおこなわれる。本年度の発表はとどこおりなく終わった。






































河況変化を調査するサブグループ（前杢、長友、下岡）は 2008 年 11 月 30 日～ 12 月 15 日ま
で、インド・ハリヤーナー州、ラージャスターン州に広がる河畔砂丘の分布調査と、砂丘砂、
およびガッガル川河成堆積物の粒度分析用試料および OSL 年代測定用試料を採取した。前杢
は 2009 年 2 月にもハリヤーナー州のファルマーナー遺跡を訪問し、遺跡直下の土壌と年第測
定用試料を採取した。
　グジャラート州沿岸部で完新世中期以降の相対的海面変化と遺跡の分布調査をするサブグル














　2008 年 9 月から 10 月の 2 週間、大田、千葉、森、藤本がタミル・ナードゥ州シェベロイ・
ヒル（Sheveroy Hills）とカルナータカ州トゥンクール（Tumkur）周辺において、エンマーコム
ギの栽培、利用に関する調査を行った。シェベロイ・ヒルの調査は、タミル・ナードゥ農業大












　2009 年 1 月下旬の 1 週間、三浦がカーンメール遺跡周辺において、冬作物の作目調査を行っ










　まず、2008 年 4 月 2 日～ 16 日に上杉が前年度に行った調査の補足としてファルマーナー遺
跡において発掘資料の記録化を実施した。その後、上杉は 4 月 17 日から 4 月 26 日にはパキス
タン・シンド州ハイルプルに所在するシャーハ・アブドゥル・ラティーフ大学考古学科（Shah 
Abdul Latif University, Khairpur）を訪れ、シンド州内の遺跡から採集された土器・石器の記録化
を実施するとともに、既知のインダス遺跡
の見学を行なった。




学 会（Society of South Asian Archaeology） に
参加し、“A Note on the Significance of the Kulli 
Culture for Bridging the Indus Valley and the Iranian 
Plateau” と題した研究発表を行なった。ま
た、同学会には宇野も参加し（5 月 23 ～ 28
日 ）、“Archaeology with GIS at the Harappan site 
of Kanmer, Gujarat, India” と題した研究発表を
行った（寺村および近藤康久との共同発表）。
　上杉は 2008 年 9 月 1 日～ 10 月 9 日にイ
ンドに出張し、ハリヤーナー州ローフタク
所在のマハーリシ・ダヤーナンド大学歴史
学 科（Maharshi Dayanand University）、 グ ジ
ャラート州ヴァドーダラー所在のマハーラ
ージャ・サヤジラーオ大学考古・歴史学科








　上杉は 2008 年 10 月 14 日～ 26 日にアメリカ合衆国ウィスコンシン州マディソン所在のウィ
スコンシン大学マディソン校（University of Wisconsin-Madison）を訪れ、南アジア・センタ （ーCenter 
for South Asia）および第 37 回南アジア学会（Annual Conference on South Asia）においてカーンメ
ール遺跡およびファルマーナー遺跡の発掘調査成果について口頭発表を行なった。
　宇野は 2008 年 12 月 19 日～ 27 日にパキスタン・シンド州所在のシャーハ・アブドゥル・ラ
ティーフ大学を訪れ、共同研究機関である考古学科にトータル・ステーション一式を渡し、そ
の使用方法等に関する説明を行なった。また、シンド州内の既知のインダス遺跡を巡検した。
　上杉は 12 月 15 日～ 24 日にインドのデカン・カレッジにおいて、ファルマーナー遺跡出土
資料の記録化を実施した。その後、オリッサ州ブバネーシュワルで開催されたインド考古学会
（Indian Archaeological Society）に参加し、現地研究者と情報交換を行なった。その後 2009 年 1 月
7日～ 3月 10日および 3月 17日～ 3月 31日にはファルマーナー遺跡の第 3次調査に参加した。
その間、1 月 25 日～ 1 月 31 日にはカーンメール遺跡の発掘調査を見学するとともに、グジャ
ラート州サウラーシュトラ半島に所在する既知のインダス遺跡の巡検を実施した。




　宇野・寺村・山口は 2009 年 2 月 4 日～ 3 月 2 日にかけてファルマーナー遺跡およびカーン
メール遺跡の発掘調査に参加した（山口は 2 月 15 日まで）。この調査には伊藤孝（伊藤地質コ
ンサルティング）、岸田徹（同志社大学文化情報学部）、竹内侑子（富山大学大学院）が同行し
（2 月 8 日～ 23 日）、岸田が GPR 探査およびセシウム磁力計による磁気探査を、伊藤・竹内が
考古地磁気測定のためのサンプル採取をファルマーナー遺跡およびカーンメール遺跡で実施し
た。また、宇野は 3 月 22 日～ 3 月 29 日に高宮いづみ（近畿大学文芸学部・准教授）とともに
ファルマーナー遺跡およびカーリーバンガン遺跡の巡検を実施した。




　同じく小磯は 2009 年 2 月 15 日～ 2 月 28 日にカーンメール遺跡およびファルマーナー遺跡
を訪問し、発掘調査を見学した。
　Steven A. Weber は 2009 年 2 月 20 日～ 3 月 1 日にファルマーナー遺跡を訪れ、植物依存体の
サンプル採取を実施した。また、2009 年 1 月 19 日～ 3 月 23 日には Weber の共同研究者として
Arunima Kashyap（Washington State University）がファルマーナー遺跡で植物遺存体のサンプル採
取を実施するとともに、マハーラーシュトラ州プネー所在のデカン・カレッジおよびコルカー
ター所在の古植物博物館で関連データの収集を行なった。




































































第 6 回　2008 年 7 月 19 日（土） 13:00 – 17:00（地球研）
　研究発表
 千田俊太郎 ʻSome issues in reconstructing Proto-Simbu tonesʼ
　「南アジア言語地図」検討会 (3)




第 8 回　2008 年 11 月 8 日（土） 13:30 – 17:00（地球研）
　「南アジア言語地図」検討会 (5)





第 10 回　フィールドリサーチセミナー　「文明と文字：記憶 vs. 記録」
（熊本大学大学院社会文化科学研究科との共催）
2009 年 3 月 14 日（土） 14:00 – 17:00（放送大学熊本学習センター講義室）
 (1) 長田俊樹 「記録なき文明の解明」地球研インダス・プロジェクト 2008 調査報告
 (2) 児玉　望 「非文字説と文明の継承」インダス「文字」解読の動向














第 9 回　2008 年 5 月 22 日（木）14:30 – 17:00（地球研）
　研究発表
 富田愛佳「『車里訳語』編纂当時の雲南漢字音子音の特徴」
第 10 回　2008 年 6 月 19 日（木）14:30 – 17:00（地球研）
　研究発表
 林　範彦 ʻVerb Serialization in Youle Jinoʼ
第 11 回　2008 年 7 月 17 日（木）14:30 – 17:00（地球研）
　研究発表
 野島本康「ブヌン語の動詞連続」
第 12 回　2008 年 10 月 2 日（木）14:30 – 17:00（地球研）
　研究発表
 野島本康 ʻBunun prefix makis-/pakis- "to request, ask for": an evidence for PAN *makiS-/pakiS-ʼ
　論集に向けての打ち合わせ
第 13 回　2008 年 11 月 6 日（木）14:30 – 17:00（地球研）
　研究発表




第 14 回　2008 年 12 月 18 日（木）14:30 – 17:00（地球研）
　論集打ち合わせ／掲載論文の検討
第 15 回　2009 年 1 月 15 日（木）14:30 – 17:00（地球研）
　論集打ち合わせ／掲載論文の検討





　2008 年 6 月 20 日 ( 金 ) 13:00-16:30 ( 京大会館 211 号室 )
 (1) ジェラール・ディフロス ( 東京外国語大学アジアアフリカ言語文化研究所客員教授 )
  「オーストロアジア語族の故地について」 ʻOn the urheimat of Austroasiaticʼ
 (2) ニコラス・エヴァンス
   ( オーストラリア国立大学・太平洋アジア研究所言語学科・主任教授 )
  「現存の言語から古代文字を読み解く」 ʻHow living languages can unlock ancient scriptsʼ
 (3) アレクサンダー・ヴォヴィン ( ハワイ大学東アジア言語文学科教授 )
  「日琉祖語（ないし日琉語以前の言語）と他の言語の間に、どのような言語接 
  触があったか」 ʻOn possible contacts with pre- or/and proto-Japonicʼ
　なお、講演会の内容については、『インダス・プロジェクト ニュースレター』第 4 号、本報
告書 199-200 頁を参照のこと。
（文責　大西正幸）
